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改革改善
の考え方

①問題
点

要望箇所は完了している。

②改革
提案

要望箇所は完了している。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

達成できた。

総事業費①+② 34,143 1,680 1,752 1,680

1,150 20

臨時職員所要時間

一般財源 4,831 1,680 1,680 1,680

人件費計（千円）② 4,112 72

正規職員所要時間

起債

その他 25,200

県支出金

事業費計（千円）① 30,031 1,680 1,680 1,680

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

負担金拠出（平成２３年度加入３５期生） 対象地区数 １地区
事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

　土地改良施設の維持管理は、社会資本の有効利用の立場から極めて重要であり、この補修は、本来施設の管理者が自ら行うべきも
のです。しかし、施設の高度化、農村の混住化等の事情の変化に伴い、施設の補修等が円滑に行われていない状況にあります。
　このため、本事業で、施設補修のための資金を造成し、この資金を利用して施設の定期的補修を行い、施設機能の保持と耐用年数
を確保する。
　平成24年度～平成29年度　負担金拠出。　平成25年度　竜丘　中溝井水管橋の工事を実施。

成果
指標

実施か所数：地区 1 1 1 1

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

既存農業者の産出額（農業）：億円

施設数：地区 1

意図（どういう状態
にするか）

老朽化した水利施設の機能保持のため補修を行う
目
的

対象（誰・何を） 整備補修が必要と認められた農業用水利施設

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 11 支え、育む産業基盤づくり
基本計画上
の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

H27担当課等名 土木課 H27係等名 農業施設係 H26係等名 農業施設係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 23 終了 28
事務事業名 土地改良施設維持管理適正化事業

会計 一般会計
34 406

事業種別 経常

1 施策№ 11 事業№


